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 後期の児童会役員、委員長、学級委員が決まり、１０月１２日（木）の全校集会で認証式が行わ

れました。児童会長の吉村和実さんからは、全校で楽しく何かをする企画を考えたいと児童会活動

にかける意気込みが述べられました。堂々と話をする姿に頼もしさを感じました。 

 今回、任命状を受け取った人は、学校のため、学級のために、自分で一歩を踏み出した人たちで

す。すばらしいことだと思います。でも、児童会役員や委員長、学級委員になることが目標ではあ

りません。学校や学級をよりよくするために、何ができるのか、具体的に考えて行動を始めなくて

はなりません。後期の活動はたいへん重要です。前期の活動を引き継ぎ、スローガンである「全部

本気 ～みんなでレベルアップ～ 」を完成させ、成果を上げること、そして、その成果を来年度

へ引き継ぐという大役があります。みなさんの確かな一歩を応援しています。 

また、認証式では、１年生から６年生まで、みんなが代表の人をしっかり見て、真剣に児童会長

の話を聞いていました。みんなが御津南部小をよりよい学校にしていく一人としてすすんで協力

し、認証状を受け取った代表の人たちを支えてくれることと思います。 

大事なことは、「一人の１００歩より、１００人の一歩」です。代表の人たちを中心に、みんな

が一歩を踏み出し、みんなですばらしい御津南部小学校をつくりましょう。 

御津南部小学校 

校長室だより 

令和５年 10月 16日 

NO.２４ 
生活委員会によるあいさつ運動 

【児童会役員】 

会長 吉村和実さん  副会長 八田とらおさん 

【委員長】 

交流委員長 木下七海さん  生活委員長 池田 蒼さん  給食委員長 金田有生さん 

図書委員長 渡邊颯樹さん  環境委員長 白井志歩さん  保健委員長 堀口さつきさん 

体育委員長 鵜瀬 新さん  放送委員長 小林楓果さん  広報委員長 古𫞏虎門さん 

【学級委員】 

２年 榎本凌大さん 竹本沙良さん 荒木頼佳さん 保母陽菜美さん 

３年 竹内慈希さん 松井希帆さん 八木颯佑さん 川口結葵乃さん  

福井亮磨さん 桒名香澄さん 

４年 佐藤雄河さん 西野花音さん 内田大駕さん 久保彩音さん  

池田晃也さん 羽佐田結和さん 

５年 白井陽翔さん 岡田楓加さん 藤井凛之助さん 中村桜空さん 

 藤井尚大さん 新美結菜さん    

６年 金田有生さん 小林楓果さん 石黒 連さん 海藤亜美さん 

     

みなさんの確かな一歩を応援しています 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

１０月１１日（水）、4年生は市の中央図書館にあるジオ 

スペース館へ、「星と月」学習のために、プラネタリウム 

見学に行きました。スクリーンに星空が映し出されると、 

「わぁ」という歓声があがり、星を指さして「あれだ！」 

「きれい！」と声をあげ、普段は見ることのできないたく 

さんの星々に感動していたそうです。また、「秋の夜空」、 

「惑星と恒星」、「月の役割」などのお話をしっかり聞き、 

たいへん勉強になったようです。 

マナーをしっかり守って見学することができました。さすが４年生ですね。 

 

 

いよいよ研究発表会まで、あと 10日になりました 

子どもたちの授業に取り組む姿に一層の前向きさが感じられます。 

また、多くのお客さんをお迎えするということで、全校で、掃除にも熱心

に取り組んでいます。26日（木）の研究発表会では、南部小学校の子ど

もたちの本気の姿をいっぱい見てもらい、たくさん喜んでもらおうとワク

ワクしています。先生たちの本気も伝わってほしいと思っています。 

また、研究発表会当日には、ご多用にもかかわらず、多くのＰＴＡ役員・

委員の方々に、駐車場や道案内、会場準備など、お手伝いいただきます。

本当にありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

１０月１２日（木）１３時３０分、抜き打ちの避難訓練が行われました。この時刻は、ちょう

ど昼放課の時間で、多くの子が教室を離れて活動をしていました。そこに、訓練の緊急地震速報

が流れました。子どもたちは放送をよく聞き、危険なところから離れ、頭を守り、次の指示があ

るまで待ちました。机の下に潜る子もいれば、広い場所では中央に集まって姿勢を低くしている

様子も見られました。そして、「揺れがおさまりました。周りに気をつけて、静かに運動場へ避難

しなさい。」と、指示が出されました。今月のどこかで行うことが予告してあったとはいえ、声を

掛け合い、みんなスムーズに移動できていました。結果、運動場での点呼完了に要した時間は、

５分５７秒でした。 

あってほしくはありませんが、実際の場合も、これくらいあわてずスムーズに避難してほしい

と思います。実際には、担任が集合場所に不在であったり、避難経路の安全が確保されていなか

ったり、けが人が出たり、不明者がいたりなど、様々な場合が予想されます。今後も、訓練を重

ね、臨機応変に対応する力を身につけていく必要があります。 

各家庭においても、日頃から、もしもの災害時にはどこに集合するかなど、事前に決 

めてあるとより安心です。家族がお互いに、まずは自分自身で命を守り、数日後に再会 

することも考えておくとよいと言われています。 


